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論 文 の 要 旨 
本論文は、化石燃料に大きく依存しているマレーシアを対象に、大規模太陽光発電導入拡大実現可
能性について、多面的アプローチの手法を用い環境面、財政面、技術面に関連した分析を実施し、政
策面での提言を行うことを目的とし、総合分析評価を進めたものである。本論文は 7つの章から構成
され、第 1章は緒言・導入部としてマレーシアの基本情報の説明に加え、本論文で取り扱う問題の範
囲および研究のフレームワークならびに研究のフローを記している。続く第 2章ではマレーシアのエ
ネルギー概要について現状分析を行い、課題整理を示している。第 3章ではマレーシアにおける発電
部門からの CO2排出の要因分析を、要因分解手法に基づき実施している。その結果、電源構成因子が
最も寄与が高いことが明らかとなり、現在の火力発電がほぼ占める電源構成の改革が急務であり、再
生可能エネルギー導入拡大が求められる状況を定量的に指摘している。これを受け、続く第 4章では、
大規模太陽光発電導入への可能性と障壁を明確にするために、マレーシアと日本で意識調査を実施
し、階層分析法を用いて意識的な部分の計量化を試みた。その結果、投資に対する利益、環境影響、
電力系統の安定性など、それぞれの専門的立場での重要度が定量的に明らかになった。第 5章では経
済的側面から FIT制度を調査し FIT価格の低減をタイ、日本と比較分析した。これを基に、第 6章で
はマレーシアにおける大規模太陽光発電導入のポテンシャル分析を実施し、加えて FIT価格低減を抑
制した場合の CO2削減ポテンシャルを明らかにし、第 7章で総括と政策提言を行っている。 
本研究で得られた知見はマレーシアにおける今後の大規模太陽光発電導入拡大に向け、エネルギー
政策に大きく貢献できるものである。 
 審 査 の 要 旨 
【批評】 
 
途上国であり資源国でもあるマレーシアは、国営石油会社が強大な影響をもち、化石燃料火力発電
に大きく依存している国である。経済発展とともにエネルギー消費が増大し CO2排出量も増大しつつ
け、CO2 排出削減が急務となってきていることは明白である。しかしながら、再生可能エネルギーの
拡大が理想であるのは分かってはいるものの、マレーシアの状況を鑑み総合的に分析した研究はこれ
までなされていなかった。 
本論文は、経済発展にある一方で、以前より化石燃料に大きく依存しているマレーシアを対象に、
再生可能エネルギーの中でも導入が比較的容易で最も期待されている、大規模太陽光発電の導入拡大
実現可能性について、多面的アプローチの手法を用い環境面、財政面、技術面に関連した分析を実施
し、政策提言を行うことを目的とし、総合分析評価を行ったものである。特に、第 4章での階層分析
法を用いて実施した、マレーシアと日本での専門家を対象とした大規模太陽光発電導入に関する意識
調査は、それぞれの専門的立場での違いを、さらにマレーシアと日本での差異も含め明示化でき、非
常に有用な成果である。国際会議での発表において反響が高く、原著論文として発表された。この意
識調査分析のみならず、マレーシアにおける CO2排出について要因分析手法による解析を行い、再生
可能エネルギー導入拡大の必要性を定量的に示し、導入可能性に対する上述の意識調査分析を行い、
それを受け経済面での分析および導入ポテンシャル分析に至るまで、一貫した総合的分析を実施して
いる。 
このように、本論文は、結果・考察について定量的に論じられ、現状分析に基づく政策的知見が示
されており、新規性・独創性も十分あり、今後のマレーシアの大規模太陽光発電導入ならびに経済・
エネルギー・環境問題解決に向けた政策面、技術面、経済面での政策への貢献が期待できる。筆頭著
者として査読付き原著論文 3編、査読付き国際会議論文 1編、国際会議発表 2件が発表され、博士の
学位に見合う成果が得られている。以上より、本論文は博士（工学）学位論文に値する。 
 
 
 
【最終試験の結果】 
平成３０年２月９日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。この結果とリスク工学専攻におけ
る達成度評価による結果に基づき、学位論文審査委員全員によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
